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アメ リカ合衆国に ラテン

   を 求 め て

 ニ ュ0・ メ キ シ コ

か ら メ キ シ コ へ の 旅

黒  田  悦  子*

は じ め に

 1976年7月9日 か ら同年10月17日 ま で,

私 はアメ リカか らメキ シコにか けて調査

旅行を した。今回の調査 は昭和51年 度文

部省科学研究費補 助金 による海外学術調

査 「米国における民族諸集団 とその価 値

体系に関す る文化人類学的研究  民族

性の伝達 と文化的多元主義 との関係一 」

(研究代表者,綾 部恒雄九州大学教授)

の一環を なす ものであ った。

 旅 程か ら言 うと,1976年7月9日 に東

京を発 ち,ニ ュー ・メキシコ州の アルバ

カー キーに7月10日 よ り9月25日 まで滞

在 し,ス ペ イン系およびメキシコ系の人

々の調査 につ とめ,9月26日 に はテキサ

ス経 由で メキ シコに入 った。 メキシコ市

で はメキシコ系アメ リカ人 を研究 してい

るBustamante教 授 と会 った。 その後,

オ ァバ カにむかい,以 前私が いた ミへの

村 を訪れた。 こんな時 間の経緯 なので,

時 の流れ とテーマ別 に話題を以下に しる

したい。

*国 立民族学博物館第4研 究部

1. ニ ュー ・メキシ コ州にみるメキシ

  コの文化的伝 統

 サ ウス ・ウェス トの五州はその地図上

の広 が りか ら言 うと,合 衆国の3分 の1

を 占めて いる。1848年 に メキ シコがグ ァ

ダル ーペ ・イダル ゴ条約で手離 すまでは

メキ シコの領土であ った。 ここか ら現今

のスペ イン系 とメキ シコ系のアメ リカ人

の苦労 も出て くるわけであるけれ ども,

政 治・経 済の表面 だけをみ ないで,文 化・

美術的 な面 に目を移 してみる と,今 もっ

てサ ウス ・ウェス トは北部メキ シコ文化

圏 の一部 と言え る。

1)教 会建築

 この地 の教会建築 はプ ェプ ロ ・インデ

ィア ンの建築 スタイルがベースにな って

いる。 タオ ス ・プエブ ロ(写 真1)の 旧

教会 は殆 ど くずれ さってい るが,昔 のプ

エブ0型 教会の一部が残 り,他 は墓地 に

な って しま っていた (写真2)。 ラ ンチ

ョ ・デ ・タオスに在 るサ ン ・フランシス

コ ・デ ・ア ッシジ教会(写 真3)は プ エブ

ロ ・スタイルが教会建築 に採用 されてい

る典型的 な例 と見 られた。スペイ ン系ア

メ リカ人 の村チマ ヨーの教 会(写 真4)に

もプエブ ロ ・スタイルが取 り入れ られて

いる。美術書を見る と,サ ウス・ウェス ト

の諸 々の辺境にまで植 民地 時代 の教会 の

廃嘘が残 ってお り,こ れはカ リフォルニ

アか らテキサスに広が っていたメキ シコ

・カ トリック文化の残存 した ものである。

 ニ ュー ・メキ シコで も都市 の豊 かな教

会ほ ど時代の移 るご とに改築 され,美 術

上の価値は低い。アルバ カーキーのプ ラ
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図1

(ブ リタニカ地図を もとに著者が作成 した)

写真1 タ オ ス の プ エ ブ ロ
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写真2 タ オ ス の 旧 教 会 跡

サ ・ヴ ィ エ ハ に あ る サ ン ・フ ェ リ ッペ ・

デ ・ネ リ教 会 は そ の 例 で あ った 。

2)木 彫 のサ ン ト像 とペニテ ンテ

 チマ ヨーの教会 にはアルバ カーキーに

つ いてか ら2日 目に訪 れたので,そ のサ

ン ト像 の素 朴なス タイルには気 がついて

いた。 チマ ヨー ほどでな くて も,ふ るい

教会 には木彫のサ ン ト像が残 っている こ

とが多い。 この地の木彫 のサ ン トについ

て諸家 は ニ ュー ・メキ シコ独 特 の サ ン

トと言 うけれ ども,私 は そ う は思 わ な

い。何処で も文明の中心か ら離れ た辺境

の地 や昔 か らの土地の伝統 の根 強い土地

では,公 式 のサン トの姿は土地 風に修正

され,各 々独特 の味 が出て くる。 ミへの

山村の教会 で も同 じことで,教 区の中心

が あったよ うな村 の教会 ほど規格 品のサ

ン トが並び,辺 境 の村 々ほどインデ ィオ

風のま ろやかなサ ン トが教会を飾 ってい

写真3 ランチョ・デ・タオス

   の教会
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写真4 チマ ヨーの教会

た。

 ニ ュー ・メキ シコのサ ン ト像 で独特の

もの はペニテ ンテの儀礼 に使 われた十字

架上のキ リス トであろ う。私 の調査 のイ

ンフォーマ ン トの中に も昔 ペニテンテの

成員だ った人がいたが,こ のペニテ ンテ

は既 に消滅 に近い。ペニテ ンテ とは復活

祭 の聖 なる金曜 日にキ リス トが背 お った

十字架の重み と苦 しみを自 ら再演す る こ

とによ って成員権が与え られる宗教結社

で ある。 イ ンデ ィァ ンの襲撃 をおそれ な

が ら,孤 立 した辺境に住 まざるをえなか

,った スペ イ ン系の人 々がつ くり出 した一

種 の相互扶助組織であ る。 この組織 と儀

礼 につ いて はMarta Weigle教 授 の労

作が最近 出版 された。

 私 はかね がね四旬節 と復活祭の儀礼 に

ついて まとめたい と思 っていたので,ペ

ニテ ンテの存在は材料を一 つふや して く

れた。 これ はニ ュー ・メキ シコに きた思

わぬ収穫の一つであ った。 ミへの復活祭

のデー ターをま とめていて,一 つだけ不

満が 出て きた。その儀礼が余 りに も正統

的 な典礼 とバ イブルの話 の筋 の ドラマ化

に終 って いて,一 切の逸 脱がみ られない

ことである。一切の カーニヴ ァル的要素

が欠 けている。 そこで,他 の中米の民族

についてのモノグラフをみてい る内に,

ヤ キや コー ラ族 ほど激 しく劇的な もので

な くて も,種 々の逸脱のパ ター ンがある

ことがよ くわか った。ペニ テンテはその

一つで ある
。

 復 活祭の儀礼 の一要素 と して のペニテ

ンテな ら,多 くの地域か ら報告 されてい

るが,私 が問題に して いるのは,激 しい

鞭打 ちと恐怖を伴 うペニテ ンテで ある。

メキシコで はミチ ョアカ ン州か ら1940年

代 までの習俗 として報告 されて いる。今

回 はニュー ・メキ シコの北部 のスペ イン

系の村 々についての文献例 に出会 うこと

とな り,幸 いであ った。 それに刺激 され

て,復 活祭の儀礼 に独特 のスタイルを持

つヤキについての文献を入手す ることに

努 めた。

 この種の研究は ラテ ン ・アメ リカで は

現時点でお こなえるの に,ニ ュー ・メキ

シコでは歴史学 の研究分野 とな ってお り,

ペ ニ テンテの専 門家Weigle先 生 も人類

学者 とい うよ り民俗学者で あった。
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3) 家 具,調 度品,家 の建築

 北 部 ニ ュー ・メキシコのイスパ ー ノ

(ス ペイ ン系の住民,メ キ シコ系 アメ リ

カ人 よ り区別 して,イ スパーノ と呼ばれ

る)の 旧 い家 に入 ると,家 具,調 度 品に

メキ シコで見 た品々や彫刻を見出す。家

や教会 の建築 をみて も,天 井の組み方や

軒のひさ しの取 り方 にメキ シコを感 じさ

せ る。 ミチ ョアカ ン州 にいるのではない

か と,錯 覚 のお こる時 もあ った。

 ニ ュー ・メキ シコのイスパ ーノはメキ

シコのことを1日い メキ シコと呼ぶが,植

民地時代か ら1848年 まで 同 じ国で あ った

のだか ら,こ こにメキ シコ的な ものが多

くて も当然な話で あった。 イスパ ーノは

毎年 キャラバ ンを メキ シコに送 り,物 品

の交換を行な った とい うことである。私

も国境の町 エル ・パ ソまで友人 のLinda

と車 を飛ば したが,キ ャラバ ンは更 に南

下 したのだ った。 アメ リカ領にな ってか

ら最初 の大司教 になったLamyは,教

区の認可書類 を取 りにメキ シコ市 にお も

むき帰還す るまで何 ヵ月 も馬の旅 を した

とい うことであ った。

 そ のよ うな文化上 の交流史については

歴史家が多 くの文献 を提供 してい るが,

私 も交流 の二,三 の例 に会 った。国境 か

らさして遠 くないソコロの近 くは昔 か ら

メキ シコとの往来 が多 く,今 で も正式の

書類な くアメ リカ領 に入 って くるメキ シ

コ人の通過点 とな っている。 そ して,今

で も不法入 国者を援 助す る場所が あ り,

一 宿一飯の恩 義をえ るメキ ジコ人 は数少

な くない,と い う話 であ った。

 また,北 部の町 ラス ・ヴェガスを訪れ

た時 も文化交流史 の一端 にふれることが

あった。 この町は白人アメ リカ人 とイス

パ 」ノ とが鉄道を はさんで二分 化 され,

対 立 して きた ことで有名 な町であ るが,

30年 代 の大恐慌以来 す っかりさびれて し

ま った。街の旧いスペイ ン風建築 をみて

か ら郊外 にでて,温 泉地 として知 られて

いるモ ンテツマについた。山のふ もとに

城 のよ うな建物が見え,川 の近 くには昔

のボイ ラー ・ルー ムと見える建造物 の残

骸 があ った。 これ はカ トリックのセ ミナ

リオのあ った ところで,1925-30年 代 に

メキ シコでカ トリックの聖職者 への迫害

が あった時,多 くのメキ シコ人神父が避

難 の場を求めてきた,と い う こ とで あ

る。

 メ きシコに着 いてか らこの話を歴史家

にききただす と,こ れは史実であ った。

今で も この伝統 は残 って いて,メ キ シコ

か らきた神父につれ られてきた親族がそ

の まま ラス ・ヴ ェガスに居つ いた,と い

う例 もあった。 このよ うな例か らうかが

えるよ うに,ラ ス ・ヴ ェガスの よ うな北

部 の町 で も,メ キ シコは文化的 に近 い国

であ った。

4)壁 画

 メ キ シコの壁画芸術は世界的 に知れわ

た っているが,メ キ シコ系の民族 がた し

かに芸術上 の素 質 に恵まれている ことを

今度 あ らためて感 じた。上にのべ たモ ン

テ ツマにむか う途 中にある小 さな村 の教

会 の人 口の正面 の壁 はキ リス トの復活 を

テーマに した絵 で うまっ て い た (写真

5)。 野原 の真中で こうい う作 品にで く

わす と,画 一化 されたアメ リカ社会 の中

に根づ よ く生 きつづけて い る チカーノ

(ス ペイ ン系,メ キシコ系の区別を とわ

ず,こ れ らを政 治上統合す る用語,1960

年 代 か ら広 く使用 されは じめた)の 感性
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写真5 モ ンテツマ近 くの教会の壁画

と精 神を見 た思 いが した。

 サ ンタ ・フェの町 には14カ 所チカーノ

の壁画 があ った らしいけれ ども,市 民の

反対が強 く,壁 画 は消 されて しま った,

とい うことであった。町 の中では交差点

で1カ 所壁画 を見 ただ けで あった。 しか

し,サ ンタ ・フェか らアルバカーキーに

戻 るハイ ・ウェイの左手に は自由を うた

うテーマと一見 してわかる壁画(写 真6)

が み えた。

 大 学 のキャンパス にはチカーノの壁画

が多 く,こ れ は1960年 代 の後半か ら1970

年 代 のは じめにか けて高揚 したチカーノ

運動 の産物で あった。 ラス ・ヴェガスの

ハイ ラン ド大学 の野外 壁画 やカフ ェテ リ

アのメキシコの歴史 を描いた壁画(写 真

写 真6 サ ン タ ・ フ ェ の 壁 画
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写真7 ラス ・ヴェガスのハイランド大学の壁画

7)は 学生 の意識 を伝 えて いた。 アルバ

カーキーではニュー ・メキシコ大学のキ

ャンパスのす ぐ近 くの一軒家 の横壁面 に

二元的 な世界 をテーマに した ものがみ ら

れた(写 真8)。 大 学構 内 ではチカー ノ

研究所の入 口にチカーノ ・スタイル のデ

ザイ ンがみ うけ られ る。9月 に訪れ たイ

ース ト・ロス ・アンジェル ス ・カ レッジ

で もチカー ノの壁画をみたが,同 市 のオ

リンピック街 にあると聞いた壁画 の群 を

み る時間はなか った。

 以 上のよ うな例 は政治上の訴えのため

写 真8 アル バ カ ー キ ーの ニ ュ ー ・メ キ シ コ大学 近 くの 壁 画
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写 真9 エ スパ ニ ョ ラの グ ァダ ル ー ペ

の壁画であ るけれど も,宗 教的 な題材 の

もの もあ った。北部 の村 エスパニ ョラに

あるエル ・パ ラグ ァスと名づ け られたメ

キ シコ料理店 の外 の横壁 面にはグ ァダル

ーペの聖女が一面に描か れて いる(写 真

9)。 アルバカーキー の チカーノのバ リ

オであるマルチネ ス ・タウンのプ ラサに

もグ ァダルーペ とフ ァン ・デ ィエゴが描

かれている (写真10)。 カ リフォル ニァ

の農 場労 働者 の組織者 と して評価 の高 い

セサール ・チ ャーベスのス トライキの旗

印 に もグ ァダルーペは 出て くる。

 メ キシコ系民族 の住む所いた るところ

にグ ァダルーペあ り,な のであ る。 この

シンボル はま ことに有効な シンボルであ

った。私 のいた ミへの村で も近 年グ ァダ

ル ーペのシ ンボル の進 出は顕著 であ り,

エ リック ・ウル フもその有名なグ ァダル

ーペ論で のべてい るように
,グ ァダル ー

ペの聖女 のシンボルはナ ショナ リズム と

写 真10 アル バ カ ー キ ー市 マ ル チ ネス ・タ ヴ ンの グ ァダ ル ーペ
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いつ も結びついている。

5) 音楽,芸 能,文 学

 サ ンタ ・フェのフ ィエスタは実 に楽 し

い祭であ った。 この祭 は1690年 の ドン ・

デ ィエゴ ・ヴ ァルガスによるサ ンタ ・フ

ェの再征服 を祝 うものである。

 9月3日,ロ サ リオ教会 での ミサで祭

は始 ま り,同 夜 ソソブ ラ(悲 しみを表現

す るハ リコの人 形)を 焼 くことで,象 徴

的 に悲 しみの時の終焉 が示され,に ぎや

か なフィエスタの時が始まる。9月4日

には露店が軒をな らべ,メ キシコ料理,

イ ンデ ィア ンの料理 が売 られる。イ ンデ

ィア ンはプ ラサをか こむ回廊 にな らび,

トル コ石や銀細工のアクセサ リーを売 る。

大司教の ロベル ト・サ ンチ ェスは翌 日催

され る歴史劇で ドン ・デ ィエゴ ・ヴ ァル

ガスを演 じる若者をナ イ トに叙 し,フ ィ

エスタのクイー ンに冠を与え る。

 フ ィエス タの山場は9月5日 の 日曜 日

で あ った。朝の9時30分 にはサ ン ・フ ラ

ンシスコ大聖堂に行列がお こなわれ,10

時 に は大司教のマ リア ッチ ・ミサ,そ し

て,午 後の2時 には プラサよ り2キ ロ離

れ たフォー ト・マー シー ・ボール ・パ ー

クで ドン ・デ ィエゴ ・ヴ ァルガスのサ ン

タ ・フェ入場が再 演され,俗 にこれは エ

ン トラーダ と呼ばれている。9月6日 の

月曜 日に はロデオがあ り,ク ィー ンのパ

レー ドが終 るとフ ィエスタは終 る。

 この4日 間のフ ィエスタの うち,私 は

日曜の部分 しか見物 していない。祭 の雰

囲気 は多分に観光客向きであ ったが,祭

その ものの要素は メキ シコ風 であった。

プ ラサで流 される音楽 もダ ンスもグ アダ

ラハ ラ調 の もの,北 メキ シコものが多か

った。大司教 の ミサの後,大 聖堂 の前で

はグアダ ラハ ラか ら呼ばれたマ リア ッチ

楽団が次 々と演奏 し,ま わ りにはソ ンブ

レロをつ けた男達が正装 して立 っていた

(写真11)。 一 方,プ ラサか ら離 れたと

ころに開かれ た白人の経 営する市 の入 口

ではカ ン トリー ・ウェスタ ンが演奏 され

た。

 マ リア ッチ ・ミサは どこで も普及 して

きた。私 はメキシコにいた時,ク エル ナ

バカのサ ン ト・フラ ンシス コ教会 では じ

めてマ リア ッチ ・ミサを聞いた。 この教

会 の神 父は革新派神父グループの リーダ

ーで
,若 者を ミサに誘 うためマ リア ッチ・

ミサをは じめた。オ アバカ平 野の村 エ ト

写 真11サ ンタ ・フ ェの祭 を

    祝 うイ スパ ー ノ
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ラで もマ リア ッチ ・ミサが行なわれてい

た。また,ア ルバー カーキー市 のマルチ

ネス ・タ ウンの祭で も守護聖人のサ ン ・

イグナ シオのための ミサ はマ リア ッチ ・

ミサで あった。

 新 しい要素 が多 くなった反面,伝 統 的

な音楽や踊 りもまだ生 きてい る。マル チ

ネス ・タウ ンのフィエスタでは植 民地 時

代のダ ンスであるマタチネスがみ られ,

ク リスマスにはパ ス トー レスが演 じられ

る,と い うことである。踊 り手 はアルバ

カーキー近 くの山村 のイスパー ノの村 か

らくる。メキシコ中央部か ら北部 に分布

す るマ タチネス ・ダ ンスは,フ ランシス

コ派の布教 に ともな ってニュー ・メキ シ

コにもた らされ た もの で あ る。踊 り手

の衣裳 は新 しくな り,小 道具 も安物にす

り替 ってい る。それで も,マ タチネスの

基本的 な型は受 け継がれていた。植民地

時代のダ ンスの形 はイパ スーノの村,ヘ

ニサ ロ(ス ペイ ン化 したイ ンデ ィァン)

の 村,イ ンデ ィア ンの村,そ れぞれに異

な り,こ の様々な変形 は この地 のスペ イ

ン的要素に興 味を持 っている研究者には

面白い テーマになる とお もわれ る。

 ス ペ イン系,メ キシ コ系 の人 々は芸術

的才能 に恵まれ,普 通な ら散文的 に終 る

ことを実に上手 にフ ィエスタ化 してい く。

これ はかねがね感嘆 してい る民族 的素質

なのだが,9月16日 の メキ シコ独立記念

日を祝 う会で再 度その思いを新たに した。

友人 のJos驍ﾆLindaが チ カーノ出版社

パ ハ リー トを経営 してお り,チ カーノ主

義 に賛 同す る多勢の人が この会 に招待 さ

れた。 まず,ボ リビアの若い画 家が自分

の絵 を並べて,そ のテーマを説 明 した。

メキ シコ料理が 出,子 供達のグアダ ラハ

ラ調 の踊 りが終 ると,詩 の朗読 が始 ま っ
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た。最初 に,ロ ス ・アンジェルスか らき

た若者 が ピァノをひきなが ら政治的な訴

えにみちた詩 を うた った。次 に,テ キサ

スのサ ン ・ア ン トニオのバ リオの詩人 と

して有 名なア ンヘラが生活の詩 を,つ い

で,ア ルバ カーキー の主婦が 自然の美 を

たたえる詩 をよんだ。 チカー ノ運動の訴

えが音楽 に,詩 に表現 された豊 かな夜だ

った。

 ニ ュー ・メキシコのイスパー ノの小説

家Rudolfo Anayaに 会 ったの もこの会

であ った。風貌 も感性 も北部 出身 のイス

パーノであ った。Anaya, Ulibarri Sab一

三ne, Orlando Romeroに よ って代表 さ

れ るイスパ ーノの文学 は,他 の地域 のチ

カーノ文学 とは題材 も表現 も異 なって い

る。イスパーノの感受性 がメキシコ系 の

もの とは相当異 なる ことを示す よい例で

ある。

 カ リフ ォルニア ・チカーノの文学 は激

しい政治上 の訴 えである。 ニュー ・メキ

シコのイスパーノの文学 は,失 われて い

く北部の村 々の生 活への愛惜 の詩 であ り,

表 現は ロマ ンチ シズムー色 である。時 と

して,余 りに も情感にみちている。 同 じ

対象を扱 って も,ア ングロ系 のアメ リカ

人の手にかか ると,そ れはア ング ロ的な

叙述の確か さとウィッ トに色づ け られ る。

John NicholsのMilagro Beanfield War

は そ の好例で ある。イスパ ーノの描 く北

部 の村 の世界は 自然 と人間の織 りなす ロ

マ ンであ り,ア ング ロ ・アメ リカ ンの描

く北部の村 は リア リステ牙ラ クでペー ソ

スにあふれ た人間世界である。
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2.ス ペイン系およびメキシコ系アメ

  リ力人調査の対象設定をめぐって

  一 都市人類学の問題点

 今 度 の調査は短期間 だったが,都 市で

の人類学 的調査 の問題点 について感 じる

ところが多か った。 日本を発つ前に入手

した文献 はわず か3冊 で あり,ア ルパカ

0キ ー市 め北方 にあるイスパ0ノ の村で

宗教 と社 会組織 の調査 をす る気持でいた。

そ して,綾 部先生 よ り御紹介い ただいた

Kar1 Schwer.in先 生 の指 導 を た よ りに

してアルバ カーキーにつ いた。

 7.月11日 に につ くと,12日,13日 に はペ

ニテ ンテ研究 の第一人者 で あ るMarta

Weigle先 生 と北部の イスパー ノの 歴史

と文化 の 研究者Francis Swadesh先 生

に会い,北 部 の村 につ いて御意見を うか

が った。 翌14Eiに はKarl Schwerin先

生 の同行 をねが って,サ ンタ ・フェよ り

北上 し,チ マ ヨー,コ ル ドヴ ァ,サ ンタ・

クルス,エ スパニ ョラ,お よびその周辺の

村 々をみた。 この村 々の中か らフ ィール

ドを一つ選 ぽ うと したが,そ れはむつか

しか った。

 これ らの イスパー ノの村は都市 か ら遠

く離 れて いるけれ ども,既 に1930年 代 の

大恐慌 の頃 よ りアメ リカ生活に くみ こま

れていた。伝統文化 のダ イナ ミックな姿

は文献資料 の上 に しか求 め られず,伝 統

やフ ォークロー リックな面は フィクショ

ンとして成 り立 って いるだ けであ った。

村人 も昼間 はロス ・アラモスの原子力研

究 所に車 で通勤す る人が多 く,そ の生 活

の型 は現代 アメ リカで あった。

 次 の4日 間 はニ ュー ・メキ シコ大学 の

売店 でチカーノの文献 を買い求 め,大 学

のツ ィマ0マ ン図書館で修士論文の棚を

探 し,関 係す る論文を入手 した。 そ うし
こている内に

,ア ルバカーキーにチカーノ

のバ リオが5つ ほどあ ることを知 り,そ

の うち最 もまとまりのよいマルチネス ・

タ ウンを調 査 した らどうか,と 思 うよ う

にな った。さ っそ く,教 会の神父さんに

電話 し,バ リオ内に住め るよ う手配 を依

頼 した。 ところが,部 屋数 も少な く,安

全性 に保証 のないバ リオなので,な かな

か部屋 も家 も探す ことはで きなか った。

その間,私 は大学指定のモーテルに住 み,

マ ルチネス ・タウンに何 回 もお もむき,

何 人かのイ ンフォーマ ン トを得 た。・

 この同 じ期 間に,ニ ュー ・メキ シコ大

学 の チ カ ー ノ 研 究 所 の 所 長Antonio

Mondreg6n氏 に 会い,LindaとTeresa

とい う二人 のテキサス育 ちのメキ シコ系

アメ リカ人女性 に紹介 された。 この2人

を通 じて,チ カーノ主義の学生 や中産階

層 の人 々には じめて会 った。 また,マ ル

チネス ・タウンに入 っているプ レス ビタ

リア ン近隣…扶 助機 関 のKent James氏

とGerry Roblyer氏 を 通 じて マルチネ

ス ・タウ ンへ の接近 も活発 にお こな って

いた。

 マル チネス ・タウンにはあま りに も下

層 のク ラスの人 々が多すぎて,こ こを調

べて も,チ カーノの 民族的 特性,二3

-・ メ キシコに特異な イスパ ーノ とメキ

シカ ンの共存,チ カー ノ運動の動 向,な

どとい う私 が知 るべ き大 きな流れに触 れ

ずに終 るだろ う,と い う懸念があ った。

また,マ ル チネス ・タウンには私 がいつ

もフィール ドに求め る自然 さが欠 けてい

た。政府,民 間,教 会の ジョイ ン ト・プ

ロジ ェク トによる援助 と改良政策 が矢 つ

ぎばやに実施 され,バ リオは援 助計画 の

実験室 のよ うになり,人 々は援助なれ し
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すぎて いた。

 イ ンフォーマ ン トを得 るむつか しさは,

た とえバ リオ内に住 んで も減少す る こと

はないことも知 った。非 ア ングロ系民族

といって も,バ リオ内の他家を訪れ るこ

とはまれで,ア メ リカ生活 のプ ライヴ ァ

シーの壁 は高か った。

 こう して,北 部 の村,マ ル チネス ・タ

ウンと試行錯誤 を続 けて いる内に,私 は

自分の考えに大 きな誤 りを見 出 した。 コ

ミュニ ティーを一 定の空間上 に求 めす ぎ

て いるか ら,苦 しむので あ った。現実に

チカー ノは動いて いる。 アメ リカ社会だ

か ら,私 より動 きは大 きい。村 とか町を

把 えないで家族か個人 を押 える しかない

のだ,と 考 えた。

 ニ ュー ・メキ シコでは16世 紀以来住み

つ いて いるイスパ ー ノの伝統 が強 く,か

な らず しもチカーノ運動 に統合 されない

こと,チ カーノには下層 と同時 に中産階

層 の人 も多い し,州 の人 口の30ｰ0を 占 め

るチカーノは政治上 で も有力 である,こ

とを知 った。 この点,ニ ュー ・メキシコ

の状況 はカ リフォルニア,テ キサ ス,中

西部,東 部のチカーノの置か れて いる状

況 とは異質であ る。 あれや これやの現実

が わか って くると,7月 の 下 旬 に は調

査 の目的と方法について 決 断 を お こ な

った。

 ア ルバヵ一キー市 のチカーノ(イ スパ

ーノとメキシコ系 アメ リカ 人 を 含 む)

の 民族 的 ・文化的 特 性 を求 め て,色 々

な階層 か らインフォーマ ン トをえて,イ

ンタビューを行な うことに した。期 間と

対象 か らみて,概 括的な調査 に終 る こと

はわか って いるので,き わめておおまか

なクエ ッシ ョネアーをつ くった。 スペイ

ンおよびメキシコの文化的社会 的特性 を
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決定す ると考 え られ る項 目を次 々と取 り

出し,イ ンフォーマン トか ら資料をえて,

私 な りに持 って いるスペ イン ・メキ シコ

文化について の知識で検討 し,チ カーノ

の実態 と文化的特性を さ ぐろうとしてみ

た。 インタビューの項 目は次のよ うであ

る。

 1.生 活歴

 2,経 験 した差別

 3.家 族

 40コ ンパ ドラスゴ

 5.教 会 と宗教観

 6.食 事 とクランデ リズ ム

 7.言 語

 8.政 治参加 と自意識

 各項 目の中に小項 目を詳細に立てる こ

とこそ重要なのだが,日0日 とインタビ

ュー と読書を通 じてチカー ノへの知識 が

深 まって はじめてできる ことで あって,

最 初か ら小項 目を立 て る乙とはで きなか

った。だか ら,私 のイ ンタ ビューの資料

も最後 の方 のインフォーマ ン トになるほ

ど資料 と して確かで,詳 しい。知識が深

まって,小 項 目まで操 れ るよ うになった

か らで あった。

 と にか く,上 記の調 査に私 はふみ き っ

た。私 の手にあ る残 り60日 とい う期間 に

はこの方法 しかなか った。今 回は一次調

査 と理解 して,こ のイ ンタビュー形式 に

の り出 した。 こうして,33人 の イ ンフ ォ

ーマ ン トとの インタビュ0を こな し
,こ

の地 のチカー ノについての概要 を こころ

えて,私 は9月26日 アルバカーキーを去

った。

 この調査 のデー タと分 析 は 「ニュー ・

メキシコ州 アルバ カーキー市 におけるチ

カーノの文化的特 性 とチカーノ主義運動

一 彼等 の意識 の調査一 」 (仮題)と
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題 して,1977年 に研 究グル ープのメンバ

ー と共に発表す る予定なので
,今 は触れ

ない。 ここでは,上 記の調査を行 なって

い る間に感 じた都市での調査に関する問

題点に少 しふれてお きたい。

 私 は自分 が都市で調査をす ることにな

ろうとは思 って いなか ったので,今 回の

経験は色 々と勉 強にな った。 ミへのよ う

なインデ ィオ社会 を扱 った直後だ ったの

で,色 々と面 くらった,と いうのが現 実

で あった。アメ リカではチカー ノの研究

は社会学者,政 治学者,教 育学者,ジ ャ

ーナ リス ト
,各 地 のチカー ノ研究所の人

々がたず さわ っていて,人 類学 の人は と

りあげようとは して いない。ニ ュー ・メ

キ シコの場合は異例 で,イ スパ ーノの存

在 があるので,民 族学者,民 俗学者が関

与 している。 メキ シコでは社会学の専門

分野 となってい る。

 フ ィール ドとす る市 や町のサイズは本

人の力量 に応 じて選ばない と,致 命傷 に

な る。 日本 にいる時,ロ ス ・ア ンジェル

ス近郊 のチカー ノの調査を考えた ことも

あった。 しか し,ロ スを選んだ りする と,

車 を運転 しない私で は調査 がすすまない。

た とえ運転 して も,こ んな大都会では動

くだ けで疲 れ,イ ンフ ォーマン トをえ る

ことがむつか しい。 ロスをえ らぶか ぎり

はチカー ノの集 中 して住 んでいるバ リオ

を探す より手はない。 もっとも,メ キ シ

コ系労働者の多い農場をえ らぶ こと もあ

りうる。

 ア ルバ カー キーは人 口約38万 で,町 の

端か ら端 まで車 に乗 って も20分 以 内で走

れ る。静か な大学町なので,人 の人情 も

厚 く,イ ンフ ォーマン ト'も得やすい。イ

スパーノ とメキシコ系 アメ リカ人の共存

して いるチカーノ研究上特異な場であ っ

た とい うことも利点 であった。 このアル

バ カーキーの選択 は綾部先生の御 提案に

よるもので,私 には実 にありがたか った。

 車 の国 アメ リカでは車 な しに は生 活

はむつか しい。アメ リカでは車で 動 きま

わ って,ア メ リカ的に活動 しない と,イ

ンフ ォーマ ン トに会 えない。アルバ カー

キー市が小 さいので,私 はタクシーで動

き,ま たイ ンフォ0マ ン トの親切 な送 り

迎 えに もたよれたが,そ んな調査 は小 さ

な町か小都市でない とできない。 アルバ

カーキーの運転手に はイスパーノ系 の人

が多 く,乗 車中 にあれ これ と話がで きて,

これ は思 わぬ収穫で あった。

 集 中的な調査 な ら,家 族 と同居す るの

が一番 よいだろ う。 しか し,概 括 的な調

査 となれば,必 ず しも家族 と住 む必要は

ない。 自分 自身 の生活が保証され,夜 に

は本 も読 め,テ レビのニ ュースに もふれ

られる利点を生か して,ア メ リカ社会の

情報 をのみ こんでお きなが ら,人 脈 と電

話 を活用 して,ア メ リカ的に動 くよ り仕

方 がない。私 は大学 の近 くのモー テル に

住 みつづ けた。 中途でアパ ー トに移 る こ

とも考 えたが,モ ー テル は地味 だが人気

のある住 み易 いところだ ったせ いか,往

来す るアメ リカ人 も多 く,こ の人 々をな

がめ るだけで も退屈 しない良さがあ っ/ 4。

色 々と不便 もあ ったが,思 わぬ利点 もあ

った。カ フェテ リアのウェイ トレスか ら

1人,ル ーム ・メイ ドか ら2人 のイ ンフ

ォ0マ ン トを得 る ことにもなったか らで

ある。

 チ カー ノの心情は ラテ ンであるけれ ど

も,日 常生活はアメ リカ生活 に組み込 ま

れているか ら,ラ テ ンとアメ リカを混ぜ

てつきあわ な くてはな らない。 アポイ ン

トメン トはアメ リカ風にキチキチ果 さな
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くてはな らないけれ ども,つ きあいの関

係 はラテ ン的で ある。二つの要素 が交差
 かなめ

す る要を こころえて対処 しな くてはな ら

ない。ということは,や はりチカ0ノ の存

在 に共感 し,賛 同す るだ けの情熱を持 っ

て いない とむつか しい。農村社会であろ ・

うと都市 のチカーノで あろうと,対 象 を

この上 もな く大切 に しな くてはな らない

ことは同 じである。 しか し,チ カーノの

住む アメ リカの世界 と我 々の社会の距 離

と落差が少ないだけに,対 象の政治上 の

訴 えに賛同できる姿勢が ない限 り,調 査

は不可能である。

 イ ンフォーマ ン トの クラス差はむつか

しい問題を提供す る。 アルバ カーキーで

下層か ら中層階層 のチカーノに会 ってい

ると,自 分の方 で も相手 の階層差に応 じ

て変化 しな くてはな らない状況が あった。

中産階層 のチカーノ と話す折 はスペ イン

語 の語学力の不 足をつ くづ く感 じた。ま

た,彼 等 は必ず とい っていい くらい,調

査の目的 と発表形式 に こだわ った。 当然

の問いであった。地 域社会で確 固たる地

位を築 いて いる人 々に とっては,調 査 の

目的 と発表形式 によって は答えた くない

質問 もあるはずで ある。

 いずれに して も,外 国で フィール ド・

ワー クを した時 には,デ ー ター と分折 の

部分 は外人に も読 める形で発表す ること

が研究者の社会 的責任 であることを身に

つ まされて感 じた。

 ま だデー ターを整理 していないので,

は っきりした ことは言 えないが,二 次調

査が実現す るような ら,次 のよ うなテー

マを考 えてみたい。1.チ カーノ文学 に

み る文化 的特性 と現実 の ギ ャップ の 問

題,2.ア ルバ カーキーの若い世代 のチ

カ0ノ に文化的特性 が 伝達 さ れ る方 法
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について,3.ア ルバ カーキーの中産階

層のチ カーノは文化的特 性 を ど の 程 度

まで保存 し,喪 失 しているか,の 問題,

4.北 部 ニ ュ0・ メキシコの町 ラス ・ヴ

ェガスにみ られ るア ングロ系 アメ リカ人

とイスパー ノの社会 ・文化 関係の調査,,

5.サ ンタ・フ ェ鉄道 につ とめ るニ ュー・

メキシコ出身の労働者がカ リフォルニ ア

につ くった町バーチ トウの調査0な どが

今 浮かぶテーマで ある。

3. スペインの社会人類学的研究のこ

  と

 私 はか ねて よ りスペインの民俗社会 に

興 味を持 って いたが,入 手 した民族学,

社 会人類学上 の文献 は数少な く,誰 かス

ペ インの専門家 に会 い た い と思 って い

た。 今 度 幸いに してKarl Schwerin先

生 宅のパーテ ィーで同 じくニ ュー ・メキ

シコ大学人類学 部のRichard Barrctt助

教 授 と会 えた。同先生は新進 のスペ イン

専 門家で,ち ょうど3度 目の フィール ド・

ワークを終えて,ス ペイ ンよ り戻 られた

と ころで あった。

 ス ペイ ンの文献の 中には都市化 を扱 っ

た研究 が多 く,扱 われているコ ミュニ テ

ィー も伝統的 なものはほとんどない。 コ

ミュニテ ィーの選択 の仕方 に もよろ うが,

フ ランコ以 降のスペ インが経済発 展のた

め,急 速 に変容 した ことは衆 目の一致す

るところである。 これは同先生 のモノグ

ラフに も明 らかである し,本 人 も強調 さ

れていた。文献 も数 々御教示いただ き,

今 回Barrett先 生 にお会 いで きた ことは

ま ことに幸いであ った。

 アルバ カーキーでの 生 活 は77日 の短

さであ ったが,豊 か な日々であ った。9

月 末 には ここを去 り,テ キサス経 由でメ



黒田 アメ リカ合衆国に ラテ ンを求 めて

キ シコ市 に入 った。

4。 メキシコの チカー ノ研究者

 ア メ リカ合衆国 でのチカーノ研究の大

筋 を理解で きたが,メ キ シコ人学者 によ

るチカー ノ研究については何 もわか らな

か った。メキ シコ人が このテーマをどの

ように扱 っているかを知 ることは興味深

い ことで あった。

 チ カ ー ノ 研 究 者 と して はJorge A.

Bustamante先 生 が コ レヒオ ・デ ・メヒ

コの社会学部にお られる と聞いて コレヒ

オの場所にい くと,大 学 はサ ン ・アンヘ

ルよ り遠 いカ ミーノ ・デル ・アフスコに

移転 していた。テ レビの チャンネル13と

い う場所 をたよ りにタクシーを飛ばす と,

野 原 に新築 の大学 がたって いた。社会学

部 を訪 れると,先 生は研究室 に在室で あ

った。

 Bustamante教 授 は若手 の 社会学者 で,

お もにテキサ スのチカー ノの実地研究 を

してお られ,そ の関係の論文を数 々下 さ

った。 また,同 教授 はEchever僘政 権下

では不 法入国メキ シコ人を め ぐるアメ リ

カ との外交交渉を検討す る委員会 に参加

されていた。 テキサスのチ カー ノは特 に

搾取 されているので,Bustamante教 授

の反アメ リカ色 は 強か った。 「メキシコ

人 にと って大 切な ものはサ.ウス ・ウェス

トのチカー ノで ある。他 の中西部 や東部

のものには殆 ど興味がない。私 に とって,

チ カー ノ研究 はメキ シコ系 アメ リカ人を

保護す るためにあ る。研究 に中立性を求

めて はいない。私 の研究 は主観 的な利害

にもとつ いてい る。」,と い う明快 な意見

をはかれ,こ れは実に印象 的であ った。

 ニ ュー ・メキ シコではチカーノの存在

の形 もテキサス と相当異 なる し,私 とし

てはチカー ノの気 持 もア ング ロ系 アメ リ

カ人の立場 もわか らぬでは な い の で,

Bustamante教 授 のよ うに ナシ ョナ リス

テ ィックな直裁 な発言 はで きない。一体,

日本人 としてチカーノを研究す るとい う

ことは根本 的にどん な意味が あるのか,

とつ くづ く考 えた ことで あった。

 他 日メキシコ国立 自治大学で文献を探

した ところ,メ キシコか らの労務 者をめ

ぐるメキ シコとアメ リカの外交史 関係 が

ほ とんどで,チ カー ノ研究に 目ぼ しい も

のはす くなか った。Manuel Gamioの

古 典 的なメキシコ系 アメ リカ人 の ライフ

・ヒス トリー物 ,Joan Mooreの 概 説書

の スペ イン語訳本,Rodolfo Acu�の

06αψゴ84、4膨沈 α のスペイ ン語訳 がある

だけで あった。やは り,チ カーノ研究 は

アメ リカが中心 であ り,メ キ シコで は研

究 の手がそ こまでまわ りかねて いる,と

い うのが私の うけた印象で あ った。

5,再 び 目に した ミへの村 々

 1年8ヵ 月ぶ りに再 び訪れ た ミへの村

で私は余 りに も多 くの ことを感 じた。 こ

こで は短い ミへ滞在 中に何を私が したか

だ けを記録 してお きたい。

 日本でデーター整理 中に出会 った質問

に答えをえた。 また,幸 い に も ガバ ン

(ポ ンチ ョのよ うな外衣)を 織 る全 工程

をみ ることができた。 これまた奇遇 とし

か思えないけれど も,な かなか正統 らし

い 占い師に会 えて,綿 密なイ ンフォメー

シ ョンを得 た。 このデー ターは以前 か ら

私が占い師 についていだいていた仮説 を

裏づける もので あった。

 トラウィ村のナル シサ婆 さんを訪 れる

と,雨 に とじこめ られた夜だ ったせいか,

婆 さんは話 し止まず,チ ュパ ドール(患
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部 をす って病を治す人)の 民話を話 して

くれた。婆 さん推薦 のチュパ ドールに会

えるか も しれ ない とい う前 の日,車 の都

合 で私 は ミへの村 トラウィを去 った。

 メ キシコに戻 ると,ち ょうどグ ァダル

ーペの新 しい会堂 の落成式 の 日にあた り
,
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これを見物 した。次の2日 間は念願 の巡

礼地 チ ャルマ とロス ・レメデ ィオスを訪

れた。 トラスカ ラのオ コ トランとグアダ

ラハ ラのサン ・フ ァン ・デ ・ロス ・ラー

ゴスは次の機会 に残 した。
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